汽水域研究会2021年（第13回）オンライン大会プログラム

日時：2021年12月18日（土）
会場：オンライン上（zoom）

【プログラム】
2021年12月18日（土）
　　11：00〜11：25　オンラインオープン
　　11：25〜11：30　開会のあいさつ
　　11：30〜15：45　学生発表
　　16：00〜17：00　総会

【学生発表】
[bookmark: _GoBack]11：30-11：45　島根県朝酌川における環境変化と淡水エビ類3種の関係
岩根響（島根大院・自然科学）・倉田健悟（島根大・生資）・辻井要介（みなもかん）
11：45-12：00　汽水環境におけるイシガイ類の分布に及ぼす塩分の影響
髙橋拓大・倉田健悟（島根大・生資）
12：00-12：15　アサリ(Ruditapes philippinarum)およびユウシオガイ(Moerella rutila)によるマイクロプラスチックの取り込みとその動態
金高広途・倉田健悟（島根大・生資）
12：15-12：30　宍道湖における水草がヤマトシジミの成長に及ぼす影響
間柄紘和・倉田健悟（島根大・生資）
12：30-12：45　中海におけるオゴノリ類の刈り取りが底生生物群集へ及ぼす影響
三原綾夏・倉田健悟（島根大・生資）
12：45-13：00　ヤマトシジミの潜砂行動に伴う泥質堆積物の混入と砂質堆積物への影響（予報）
西村雅隆（島根大院・自然科学）・瀬戸浩二（島根大EsReC）
13：00-13：15　2021年広域調査における中海-宍道湖の水質環境
原尻優樹（島根大・総理）・瀬戸浩二・安藤卓人（島根大EsReC）
13：15-13：30　2021年の中海湖底における珪藻遺骸分布（予稿）
志田上義仁（島根大・総理）・香月興太・瀬戸浩二（島根大EsReC）

——　休憩（13：30-13：45）——

13：45-14：00　島根県・大橋川および剣先川の植物付着珪藻の季節変化（予稿）
若林繁命（島根大院・自然科学）・香月興太（島根大EsReC）・倉田健悟（島根大・生物資源）
14：00-14：15　珪質微化石分析に基づく斐伊川河口域における完新世の環境変動と広域変動（予稿）
三浦伊織（島根大院・自然科学）・香月興太・瀬戸浩二・齋藤文紀（島根大EsReC）・中西利典（ふじのくに地球環境史ミュージアム）
14：15-14：30　猪鼻湖の縞状堆積物を利用した古環境復元（予稿）
清政宗一郎（島根大・総理）・香月興太・瀬戸浩二（島根大EsReC）・山田和芳（早稲田大学）
14：30-14：45　北海道春採湖の堆積物中の珪藻化石を用いた中期完新世の災害復元（予稿）
米山まりん（島根大・総理）・香月興太（島根大EsReC）・中西利典（ふじのくに地球環境史ミュージアム）・小田啓邦・古川竜太・七山太（産業技術総合研究所）
14：45-15：00　北海道春採湖における巨大津波後の環境変遷（予稿）
阿久津光希（島根大・総理）・香月興太（島根大EsReC）・中西利典（ふじのくに地球環境史ミュージアム）・小田啓邦・古川竜太・七山太（産業技術総合研究所）
15：00-15：15　南極大陸シューマッハオアシスの湖沼堆積物中の珪藻化石を用いた氷床および湖沼環境復元（予稿）
川岸萌瑛美（島根大・総理）・香月興太（島根大EsReC）・菅沼悠介（極地研）・金田平太郎（中央大）・SONIC Project Team
5：15-15：30　東南極シューマッハ・オアシスの湖沼堆積物中の珪藻化石を用いた古環境復元：予稿
鎌田唯斗（島根大院・自然科学）・香月興太（島根大EsReC）・菅沼悠介（極地研）・金田平太郎（中央大学）・SONIC Project Team
5：30-15：45　東南極親子池における珪藻化石を用いた古環境復元（予稿）
岩成和弥（島根大・総理）・香月興太（島根大EsReC）・菅沼悠介（極地研）・川又基（寒地土木研究所）・柴田大輔（筑波大・下田臨海）

——　休憩（15：45-16：00）——

16：00〜17：00　総会

--------------------------------------------------------------------------------
主催：汽水域研究会
共催：島根大学エスチュアリ−研究センター
後援：福井県
協賛：公益財団法人ホシザキグリーン財団，公益財団法人島根県環境保健公社，環境システム株式会社，JFEアドバンテック株式会社，松江土建株式会社

